
不
当
な
取
引
妨
害
（
一
般
指
定
一
五
項
）

の
違
法
性
に
つ
い
て

（1）不当な取引妨書（一般指定一五項）の違法性について

は
じ
め
に

本
稿
は
一
般
指
定
一
五
項
の
不
当
な
取
引
妨
害
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
不
当
な
取
引
妨
害
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

学
説
に
お
い
て
必
ず
し
も
関
心
が
高
い
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ

　
（
1
）
う
た
が
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
、
大
阪
地
裁
に
お
い
て
、
エ

レ
ペ
ー
タ
ー
の
保
守
部
品
の
供
給
制
限
に
つ
い
て
、
一
般
指
定
一

五
項
に
該
当
し
独
占
禁
止
法
一
九
条
に
違
反
す
る
と
し
て
、
不
法

行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
認
容
す
る
判
決
が
行
わ
れ
（
東

芝
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
件
）
（
後
述
）
、
さ
ら
に
公
正
取
引
委
員
会
に

お
い
て
も
、
近
時
、
不
当
な
取
引
妨
害
に
関
す
る
審
決
が
い
く
つ

か
出
ざ
れ
る
な
ど
、
実
務
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
学
説

の
側
も
、
主
に
こ
れ
ら
の
判
決
一
審
決
の
事
例
研
究
と
い
う
形
で

山
　
　
部

俊
　
　
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
般
指
定
一
五
項
に
関
す
る
論
稿
が
多
く
発
表
さ
れ
、
一
般
指
定

一
五
項
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
一
般
指
定
一
五
項
の
規
定
は
、
行
為
主
体
に
関
し
て
や
や
複
雑

な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
と
り
て
て
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
結

局
、
「
競
争
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
者
と
そ
の
取
引
の
相
手
方
と

の
取
引
を
不
当
に
妨
害
す
る
こ
と
」
が
、
不
公
正
な
取
引
方
法
と

さ
れ
、
独
禁
法
一
九
条
に
よ
う
て
禁
止
さ
れ
る
。
競
争
者
の
取
引

を
不
当
に
妨
害
す
る
、
と
い
う
極
め
て
包
括
的
な
規
定
の
仕
方
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
行
為
が
本
指
定
に
該
当
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

が
は
っ
き
り
し
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
妨
害
」
と
い
う
の

は
、
広
く
と
れ
ば
、
企
業
の
競
争
的
な
事
業
活
動
の
ほ
と
ん
ど
を

そ
れ
に
含
め
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
一
般
指

定
一
五
項
は
不
公
正
な
取
引
方
法
の
規
制
の
有
カ
な
手
段
と
な
り



一橋論叢　第113巻 第1号平成7年（1995年）．1月号（2〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

得
る
と
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
規
制
対
象
が
広
く
な
り
す
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
こ
と
へ
の
危
倶
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。
一
般
指
定
一
五
項
の
射

呈
を
的
確
に
画
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
従
来
、
必
ず
し
も
十
分
に
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は

言
え
な
い
こ
の
一
般
指
定
一
五
項
に
つ
い
て
、
や
や
一
般
的
に
検

討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
も
と
よ
り
、
明
確
な
結
論
は
出
し
得

な
い
が
、
従
来
の
学
説
の
整
理
を
行
い
、
若
干
の
検
討
を
加
え
た

上
で
、
一
般
指
定
一
五
項
の
射
呈
に
つ
い
て
何
ら
か
の
枠
組
み
を

示
す
と
と
も
に
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
　
一
般
指
定
一
五
項
制
定
の
経
緯
・
趣
旨

一
　
一
般
指
定
一
五
項
は
、
旧
一
般
指
定
一
一
号
に
若
干
の
字
句

修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
旧
一
般
指
定
一
一
号
は
、
昭
和

二
八
年
の
独
禁
法
改
正
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
現
行
の
独
禁
法
二

条
九
項
六
号
（
旧
二
条
七
項
六
号
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
ま
ず
独
禁
法
旧
二
条
七
項
六
号
・
旧
一
般
指
定
一
一
号
の

制
定
時
の
状
況
を
概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
（
な
お
、
旧
二
条
七

項
と
現
行
二
条
九
項
は
同
文
で
あ
り
、
旧
一
般
指
定
一
一
号
と
現

行
一
般
指
定
一
五
項
も
若
干
の
字
旬
修
正
の
他
は
同
一
で
あ
る
の

で
、
以
下
、
現
行
の
条
項
で
統
一
す
る
）
。

一
一
昭
和
二
八
年
の
独
占
禁
止
法
改
正
は
、
不
公
正
な
取
引
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
つ
い
て
は
「
そ
の
内
容
を
整
備
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
改
正
案
の
審
議
に
お
い
て
、
独
禁
法
二
条

九
項
六
号
に
つ
い
て
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
僅
か
に
次
の
よ

う
な
説
明
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　
「
…
…
第
六
は
、
先
ほ
ど
ち
上
っ
と
申
し
ま
し
た
他
の
競
争
会

　
社
を
圧
迫
す
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
手
段
と
い
た
し
ま
し
て
、

　
こ
の
六
に
掲
げ
て
あ
り
ま
す
よ
う
な
手
段
を
と
る
こ
と
を
今
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
禁
止
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ざ
い
ま
す
。
」

そ
の
他
、
六
号
に
関
す
る
説
明
と
思
わ
れ
る
部
分
で
、
「
（
不
当
な

手
段
に
よ
る
）
会
社
乗
取
り
」
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

　
　
　
（
7
）

場
合
が
あ
り
、
同
じ
く
六
号
に
関
す
る
説
明
部
分
と
推
測
さ
れ
る

箇
所
で
、
「
－
－
株
式
保
有
や
兼
任
や
、
或
い
は
合
併
や
営
業
の

譲
渡
等
に
際
」
し
、
「
い
ろ
い
ろ
競
争
会
社
を
支
配
或
い
は
排
除

す
る
と
い
う
よ
う
な
目
的
を
以
て
い
た
し
ま
す
も
の
は
、
仮
に
そ

れ
が
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
至
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

く
て
も
監
視
し
て
…
…
」
と
い
う
説
明
が
見
ら
れ
る
。

　
審
議
記
録
か
ら
見
る
と
、
昭
和
二
八
年
独
禁
法
改
正
の
審
議
過

程
に
お
い
て
は
、
二
条
九
項
六
号
の
新
設
は
、
余
り
関
心
を
引
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

な
か
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
僅
か
な
説
明
－
か
ら
は
、
一



（3）不当な取引妨害（一般指定一五項）の違法性について

応
、
株
式
保
有
等
の
企
業
結
合
（
「
会
社
乗
取
り
」
）
と
の
結
ぴ
付

き
が
立
法
担
当
者
の
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

点
は
、
昭
和
二
八
年
独
禁
法
改
正
後
の
次
の
よ
う
な
解
説
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
（
m
）

て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
（
二
条
九
項
六
号
は
）
「
要
す
る
に
競
争
事
業
者
の
取
引
又
は
内

　
部
関
係
を
妨
害
し
て
、
競
争
事
業
者
を
不
当
に
支
配
し
よ
う
と

　
す
る
の
を
予
防
す
る
の
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
今

　
次
改
正
に
よ
う
て
、
株
式
保
有
、
役
員
兼
任
等
は
競
争
会
社
間

　
で
も
そ
れ
自
体
直
ち
に
違
法
と
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
こ
の
よ

　
う
な
不
当
な
手
段
に
よ
る
場
合
は
、
規
制
す
る
必
要
が
あ
る
か

　
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
株
式
保
有
、
役
員
兼
任
、
合
併
、
営
業
譲

　
受
等
の
場
合
に
主
と
し
て
問
題
と
な
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ

　
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

同
じ
く
次
の
よ
う
な
説
明
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
（
二
条
九
項
六
号
は
）
「
事
業
者
が
競
争
会
社
等
を
不
当
に
支
配

　
す
る
方
法
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
り
主
と
し
て
株
式
保
有
、
役

　
員
兼
任
、
合
併
、
営
業
譲
渡
等
の
場
合
に
問
題
と
な
り
う
る
規

　
定
で
あ
る
。
」

　
（
一
般
指
定
一
五
項
は
）
「
例
え
ぱ
、
競
争
会
社
と
こ
れ
に
原
材

　
料
を
供
給
し
て
い
る
会
社
と
の
間
の
取
引
契
約
を
邪
魔
し
て
、

　
そ
の
競
争
会
社
の
事
業
活
動
を
妨
害
す
る
よ
う
な
場
合
が
こ
れ

　
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
規
定
と
次
号
（
一
般
指
定
ニ
ハ

　
項
H
筆
者
）
の
規
定
と
は
、
競
争
会
社
等
の
営
業
を
あ
ら
か
じ

　
め
妨
害
し
て
お
い
て
、
そ
の
後
株
式
を
保
有
し
、
役
員
を
兼
任

　
し
、
合
併
に
持
ち
込
む
等
不
当
に
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
す
る
手
段

　
を
予
防
せ
ん
こ
と
を
目
的
と
し
た
規
定
で
あ
る
。
」

こ
こ
で
は
、
競
争
会
社
の
営
業
を
予
め
妨
害
し
、
そ
の
後
、
株
式

保
有
、
役
員
兼
任
、
合
併
に
持
ち
込
む
と
よ
う
な
こ
と
を
阻
止
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
企
業
結
合
（
「
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
」
）
と
関
連

さ
せ
て
二
条
九
項
六
号
・
一
般
指
定
一
五
項
（
及
び
ニ
ハ
項
）
が

　
　
　
　
　
（
”
）

理
解
さ
れ
て
い
る
。

一
二
　
し
か
し
、
も
っ
ぱ
ら
株
式
保
有
等
の
企
業
結
合
（
「
会
社
乗

取
り
」
・
「
ト
ラ
ス
ト
形
成
」
）
と
の
関
連
な
い
し
そ
の
予
防
と
い

う
こ
と
で
二
条
九
項
六
号
、
一
般
指
定
一
五
項
（
及
び
ニ
ハ
項
）

を
理
解
す
る
と
い
う
立
場
は
、
現
在
で
は
、
学
説
上
、
見
ら
れ
な

い
。
立
法
担
当
者
の
意
図
は
法
解
釈
を
拘
束
す
る
も
の
で
も
な
く
、

ま
た
、
二
条
九
項
六
号
、
一
般
指
定
一
五
項
（
及
び
ニ
ハ
項
）
の

適
用
対
象
を
そ
の
よ
う
な
場
合
に
限
定
す
る
こ
と
に
実
質
的
な
根

拠
が
あ
る
と
も
恩
わ
れ
な
い
。
す
で
に
、
昭
和
二
八
年
改
正
直
後

の
解
説
に
お
い
て
も
、
株
式
保
有
あ
る
い
は
株
式
の
買
い
占
め
等
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（
旧
）

と
の
関
連
性
へ
の
言
及
は
、
一
般
指
定
一
六
項
に
限
定
さ
れ
、
学

説
上
、
昭
和
二
八
年
改
正
以
後
、
比
較
的
早
い
時
期
に
一
般
指
定

一
五
項
に
つ
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
株
式
保
有
等
の
企
業
結
合
と
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

連
に
お
い
て
理
解
す
る
立
場
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

四
現
在
で
は
、
一
般
指
定
一
五
項
の
趣
旨
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
取
引
妨
害
と
い
う
の

は
競
争
事
業
者
の
事
業
活
動
へ
の
直
接
的
な
妨
害
を
問
題
と
し
て

お
り
、
こ
れ
は
個
々
の
事
業
者
間
の
紛
争
と
い
う
側
面
が
あ
り
、

か
か
る
紛
争
を
惹
起
す
る
手
段
は
、
と
き
に
民
法
・
商
法
・
不
正

競
争
防
止
法
・
刑
法
・
軽
犯
罪
法
な
ど
に
よ
っ
て
否
定
的
評
価
を

受
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
当
事
者
間
の
紛
争
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
こ
れ
を
放
置
す
る
と
き
は
、
競
争
秩
序
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
独
禁
法
の
立
場
か
ら
も
こ
れ
を
違
法
と
す
る
、
と
い
う
も

　
　
（
帖
）

の
で
あ
る
。

　
学
説
上
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
が
な
い
で
も
な
い
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
一
般
指
定
一
五
項
は
、
競
争
者
の
事
業
活
動
に
対
す
る

直
接
的
な
干
渉
行
為
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
個
別
事
業
者
間
の

紛
争
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
が
（
「
私
的
紛
争
」
と
い
う
用

語
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
）
、
独
禁
法
は
競
争
と
い
う
観
点
か
ら
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

れ
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
概
ね
共
通
し
て
い
る
。

三
　
行
為
類
型
・
妨
害
行
為

一
　
不
公
正
な
取
引
方
法
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
に
、
行

為
類
型
と
い
う
行
為
の
形
式
的
な
要
件
と
、
「
不
当
」
あ
る
い
は

「
正
常
な
商
憤
習
に
照
ら
し
て
不
当
」
又
は
「
正
当
な
理
由
が
な

い
」
等
の
不
当
性
と
い
う
実
質
的
な
要
件
に
分
け
て
分
析
さ
れ
る
。

一
般
指
定
一
五
項
に
こ
の
よ
う
な
方
法
を
当
て
は
め
て
み
た
場
合
、

ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
行
為
類
型
が
一
般
指
定
一
五
項
の
対
象
と
な

る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
二
段
構
え
の

考
察
方
法
が
一
般
指
定
一
五
項
に
つ
い
て
適
当
な
も
の
と
言
い
得

る
か
ど
う
か
は
、
や
や
疑
問
も
あ
り
、
ま
た
、
行
為
類
型
の
問
題

と
、
不
当
性
・
公
正
競
争
阻
害
性
の
問
題
は
、
相
互
に
影
響
し
合

う
面
が
あ
り
、
そ
の
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
以
下
、
一
般

指
定
一
五
項
の
行
為
類
型
及
ぴ
「
妨
害
」
の
概
念
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
一
般
指
定
一
五
項
の
行
為
類
型
は
、
競
争
者
（
競
争
関
係
に

あ
る
他
の
事
業
者
）
と
そ
の
取
引
の
相
手
方
と
の
取
引
を
妨
害
す

る
こ
と
で
あ
る
。
「
競
争
者
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
同
種
の
商

品
・
役
務
を
供
給
し
又
は
供
給
を
受
け
る
事
業
者
で
あ
り
、
か
つ

同
じ
取
引
段
階
に
属
す
る
事
業
者
と
さ
れ
る
が
、
取
引
段
階
を
異



（5）不当な取引妨害（一般指定一五項）の違法性について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

に
す
る
者
も
広
く
そ
れ
に
含
め
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
「
取
引
」

に
つ
い
て
は
、
競
争
者
と
の
取
引
で
あ
れ
ぱ
、
供
給
者
と
の
取
引

で
あ
る
か
需
要
者
と
の
取
引
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
す
で

に
成
約
済
み
で
履
行
中
の
も
の
で
あ
る
か
、
妨
書
行
為
時
に
そ
れ

が
な
か
っ
た
ら
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

来
成
立
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。

三
　
一
般
指
定
一
五
項
の
行
為
類
型
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、

妨
害
行
為
の
内
容
・
妨
害
方
法
で
あ
る
。
一
般
指
定
一
五
項
は
、

妨
害
の
方
法
と
し
て
、
「
契
約
の
成
立
の
阻
止
」
、
「
契
約
の
不
履

行
の
誘
引
」
と
言
っ
た
行
為
を
掲
げ
る
が
、
そ
れ
に
続
い
て
「
そ

の
他
い
か
な
る
方
法
を
も
っ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
」
と
い
う
こ
と

で
、
特
定
の
行
為
・
方
法
を
と
り
た
て
て
規
定
し
て
い
な
い
。
こ

の
「
契
約
の
成
立
の
阻
止
」
及
び
「
契
約
の
不
履
行
の
誘
引
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

妨
害
方
法
の
例
示
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
妨

害
の
方
法
が
こ
れ
ら
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
特
に

異
論
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
い
か
な
る
方
法
で
す
る
か
を
問
わ

ず
、
と
に
か
く
競
争
者
の
取
引
を
「
妨
害
」
す
る
こ
と
が
一
般
指

定
一
五
項
の
規
制
対
象
と
な
る
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
「
妨
害
」
に
関
し
て
、
学
説
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

す
な
わ
ち
、
現
在
の
経
済
体
制
の
下
で
、
事
業
者
が
相
互
に
顧
客

を
奪
い
合
う
こ
と
は
当
然
の
前
提
で
あ
り
、
あ
る
事
業
者
に
よ
る

顧
客
の
獲
得
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

妨
害
す
る
こ
と
と
な
る
、
あ
る
い
は
、
事
業
者
の
取
引
活
動
は
競

争
事
業
者
の
顧
客
を
自
已
に
誘
引
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

者
に
対
し
て
妨
害
的
効
果
を
も
た
ら
す
、
と
す
る
。
事
業
者
間
の

競
争
を
前
提
と
す
る
限
り
、
あ
る
事
業
者
の
事
業
活
動
が
、
競
争

事
業
者
の
事
業
活
動
に
不
利
益
と
な
る
影
響
を
与
え
る
場
合
の
あ

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
「
妨
害
」
と
い
う
用
語
は
、
こ
の
よ

う
に
競
争
に
よ
っ
て
広
く
競
争
者
に
対
し
て
悪
影
響
・
不
利
益
を

も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
競
争
を
前

提
と
す
る
限
り
で
、
通
常
の
事
業
活
動
す
ら
も
、
競
争
事
業
者
に

対
し
て
、
こ
の
意
味
で
「
妨
害
」
的
な
作
用
を
及
ぽ
し
得
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
「
妨
害
」
の
意
義
を
こ
の
よ
う

に
競
争
者
へ
の
不
利
益
な
影
響
と
し
て
把
握
す
る
場
合
、
そ
こ
で

着
目
さ
れ
て
い
る
の
は
当
該
行
為
の
競
争
者
に
及
ぼ
す
効
果
（
悪

影
響
）
で
あ
っ
て
、
特
定
の
行
為
な
り
方
法
な
り
が
示
さ
れ
る
訳

で
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
一
般
指
定
一
五
項
の
対
象
と
な
り
得

る
行
為
は
、
「
妨
害
」
と
い
う
語
感
を
こ
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業

活
動
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、
相
当
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と

　
（
吻
）

と
な
る
。

5
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四
　
ま
た
、
一
般
指
定
一
五
項
の
行
為
類
型
に
つ
い
て
は
、
学
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
（
舶
）

上
、
競
争
者
の
事
業
活
動
に
対
す
る
直
接
的
妨
害
行
為
で
あ
る
と

す
る
説
明
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
表
現
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
）

「
競
争
者
の
事
業
活
動
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
妨
害
行
為
」
、

　
　
　
　
　
　
（
蛎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

「
直
接
の
妨
害
行
為
」
、
「
直
接
的
な
干
渉
行
為
」
と
い
う
表
現
も

用
い
ら
れ
る
。
こ
の
一
般
指
定
一
五
項
の
妨
害
行
為
が
「
直
接

的
」
な
行
為
で
あ
る
と
の
意
味
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
次
の
よ
う
に
、
主
に
他
の
一
般
指
定
に
規
定
さ
れ
る
行
為
類

型
と
の
対
比
で
、
一
般
指
定
一
五
項
が
対
象
と
す
る
行
為
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

を
説
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
（
不
当
な
顧
客
誘
引
、
排
他
条
件
付
取
引
、
拘
束
条
件
付
取
引
、

　
不
当
廉
売
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
不
当
な
取
引
妨
害
で
あ
る
と
み

　
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
妨
害
は
自
己
の
不
当

　
な
営
業
活
動
の
効
果
と
し
て
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

　
不
当
な
顧
客
誘
引
行
為
、
不
当
な
排
他
条
件
付
取
引
、
不
当
な

　
拘
束
条
件
付
取
引
、
不
当
廉
売
等
と
し
て
と
ら
え
る
の
が
適
当

　
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
規
制
す
る
た
め
な
ら
ば

　
本
二
項
（
一
五
項
・
：
ハ
項
“
引
用
者
）
を
設
け
る
必
要
性
も

　
存
在
し
な
い
。
第
一
五
項
お
よ
び
第
一
六
項
は
、
他
の
条
項
に

　
は
該
当
し
な
い
よ
う
な
行
為
、
つ
ま
り
競
争
者
の
事
業
活
動
に

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
直
接
的
に
働
き
か
け
る
妨
害
行
為
を
主
に
対
象
と
し
て
い
る
と

　
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
傍
点
1
－
筆
者
）

つ
ま
り
、
排
他
条
件
付
取
引
等
で
は
、
自
己
の
事
業
活
動
の
結
果

と
し
て
（
閻
接
的
に
）
競
争
者
に
妨
害
作
用
が
生
ず
る
も
の
で
あ

る
が
、
一
般
指
定
一
五
項
の
不
当
な
取
引
妨
害
で
は
、
競
争
者
の

事
業
活
動
を
直
接
の
対
象
と
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
一
部
論
者
は
、
こ
の
「
直
接
性
」
に
つ
き
、

妨
害
行
為
を
行
う
事
業
者
の
行
為
が
競
争
者
の
取
引
の
内
容
に
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

れ
る
（
介
入
す
る
）
と
い
う
意
味
で
理
解
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
の
「
直
接
性
」
の
説
明
が
、
一
般
指
定
一
五
項
に
言
う

「
妨
害
」
の
意
味
を
限
定
す
る
要
素
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

五
　
ま
た
、
一
般
指
定
一
五
項
が
対
象
と
す
る
の
は
、
「
私
的
紛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

争
」
で
あ
る
と
の
理
解
も
学
説
上
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
「
私
的

紛
争
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
も
、
そ
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
一
般
指
定
一
五
項
の
取
引
妨
害
が
、
競
争
者
一

般
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
行
為
者
と
あ
る
特
定
の
競
争
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

と
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
で
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が

私
的
利
益
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
う
て
、
本
来
は
民
事
裁
判
で
解
決

さ
れ
る
ぺ
き
事
柄
で
あ
る
と
の
趣
旨
で
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
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（
3
1
）

あ
る
。
も
っ
と
も
、
一
般
指
定
一
五
項
の
対
象
が
、
本
来
的
に
そ

の
よ
う
な
私
的
紛
争
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
根
拠
は
必
ず
し
も
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
般
指
定
一
五
項
の
対
象
と
な

る
行
為
を
限
定
す
る
文
脈
で
、
「
私
的
紛
争
」
と
い
う
概
念
を
持

ち
込
ん
で
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

六
　
以
上
、
一
般
指
定
一
五
項
の
行
為
類
型
に
関
し
て
、
学
説
の

状
況
を
概
観
し
た
が
、
一
部
学
説
に
あ
っ
て
は
、
ア
ブ
ロ
ー
チ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

相
違
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ぱ
、
次
の
よ
う
な
説
明
で
あ
る
。

　
「
…
－
取
引
妨
害
…
：
・
は
本
来
私
的
紛
争
で
あ
り
紛
争
当
事
者

　
間
の
問
題
と
し
て
処
理
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
い
え
な
く
も
な

　
い
が
、
か
か
る
手
段
が
競
争
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
に

　
は
、
公
正
な
競
争
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
な
か
ん
ず

　
く
、
価
格
、
品
質
、
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
取
引
の
客
体
を
め
ぐ

　
っ
て
の
事
業
者
間
の
競
争
で
は
な
く
、
商
業
道
徳
的
に
も
商
業

　
倫
理
的
に
も
非
難
さ
れ
る
べ
き
競
争
で
あ
り
、
そ
れ
を
放
置
す

　
る
こ
と
は
、
市
場
価
格
の
成
立
お
よ
ぴ
機
能
を
阻
害
す
る
お
そ

　
れ
が
あ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
行
為
そ
れ
自
体
の
有
す
る
悪

性
に
基
づ
い
て
不
公
正
な
取
引
方
法
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

　
で
あ
る
。
」

こ
こ
で
は
、
「
妨
害
」
に
つ
い
て
、
す
で
に
、
そ
れ
が
価
格
・
品

質
・
サ
ー
ピ
ス
を
め
ぐ
る
競
争
で
は
な
く
、
商
業
適
徳
・
商
業
倫

理
の
観
点
か
ら
見
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
競
争
手
段
で
あ
る
と
し
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
「
妨
害
」
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
何
ら
か

の
実
質
的
な
判
断
・
限
定
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
読
み
と
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
能
率
競
争
以
外
の
方
法
で
あ
っ
て
、
商
業

道
徳
的
に
も
商
業
倫
理
的
に
も
非
難
さ
れ
る
べ
き
手
段
と
し
て

「
妨
害
」
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で

は
、
「
妨
害
」
と
い
う
語
感
に
合
致
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
見
解
は
、
「
妨
害
」
に
つ
い
て
、
は
じ
め
か
ら
不
当
性
を
取

り
込
ん
だ
形
で
、
い
わ
ぱ
「
不
当
な
妨
害
」
と
い
う
一
つ
の
概
念

で
把
え
て
い
る
と
言
え
る
。

四
　
不
当
性
な
い
し
公
正
競
争
阻
害
性

一
　
右
に
見
た
よ
う
に
、
競
争
を
前
提
と
す
る
限
り
で
、
競
争
事

業
者
に
対
し
て
「
妨
害
」
的
な
作
用
を
及
ぽ
し
得
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
仮
に
「
妨
害
」
の
意
義
を
こ
の
よ
う

に
広
範
に
理
解
す
る
と
し
て
も
、
不
公
正
な
取
引
方
法
と
し
て
規

制
を
受
け
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
「
不
当
」
に
妨
害
す
る
こ
と
で

あ
る
。
広
範
な
「
妨
害
」
行
為
・
方
法
の
存
在
を
認
め
る
と
し
て

も
、
こ
の
不
当
性
の
要
件
に
よ
っ
て
絞
り
を
か
け
る
こ
と
は
可
能

7
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で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
事
業
者
の
あ
る
行
為
が
「
不
当
」

な
取
引
妨
害
に
該
た
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

二
　
一
般
指
定
各
項
に
言
う
「
不
当
」
、
「
正
当
な
理
曲
が
な
い
の

に
」
、
「
正
常
な
商
憤
習
に
照
ら
し
て
不
当
に
」
が
ど
の
よ
う
な
意

味
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
二
条
九
項
柱
書
の
「
公
正
な
競
争

を
阻
害
す
る
お
そ
れ
」
及
ぴ
二
条
九
項
各
号
の
「
不
当
」
と
の
関

係
を
含
め
、
種
々
の
議
論
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
不
公
正
な
取
引

方
法
に
お
け
る
不
当
性
は
、
市
民
法
上
の
不
当
性
あ
る
い
は
経
済

社
会
の
通
念
を
基
礎
と
す
る
反
倫
理
性
を
意
味
す
る
、
あ
る
い
は
、

そ
れ
も
含
む
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
七
年
の
一
般
指

定
改
正
を
経
て
、
現
在
で
は
、
こ
れ
ら
は
等
し
く
「
公
正
競
争
阻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎚
）
　
　
　
（
跳
）

害
性
」
を
意
味
す
る
と
解
す
る
の
が
通
説
及
び
判
例
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
在
で
も
、
ど
の
レ
ベ
ル
で
か
は
別
と
し
て
、
右
に
見
た

反
倫
理
性
、
さ
ら
に
は
事
業
経
営
上
の
合
理
性
・
必
要
性
を
考
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
お
り
、
一
般

指
定
各
項
の
実
質
的
違
法
要
件
で
あ
る
「
不
当
」
等
を
「
公
正
競

争
阻
害
性
」
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
問
題
の
解
決
に
は
至
ら
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
市
民
法
上
の
不
当
性
あ
る
い
は

経
済
社
会
の
倫
理
と
い
っ
た
も
の
が
、
公
正
競
争
阻
害
性
と
対

置
・
並
列
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
公
正
競
争
阻
害
性
の
判
断
に

取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
形
を
変
え
て
依
然
と
し
て
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

と
な
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三
　
さ
ら
に
、
一
般
指
定
各
項
に
言
う
「
不
当
」
性
が
公
正
競
争

阻
害
性
を
意
味
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
「
公
正
競
争
阻
害
性
」
の

内
容
が
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
周
知
の
よ

う
に
学
説
上
種
々
の
議
論
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
議
論
に

立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
現
在
の
公
正
取
引
委
員
会
の
実
務

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
独
占
禁
止
法
研
究
会
報
告
「
不

公
正
な
取
引
方
法
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」
（
昭
和
五
七
年
）

（
以
下
、
「
研
究
会
報
告
」
）
に
よ
れ
ば
、
公
正
競
争
阻
害
性
は
次

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
正
な
競
争
は
、
①

事
業
者
相
互
間
の
自
由
な
競
争
が
妨
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
事
業
者

が
そ
の
競
争
に
参
加
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
（
自

由
な
競
争
の
確
保
）
、
②
自
由
な
競
争
が
価
格
・
品
質
・
サ
ー
ピ

ス
を
中
心
と
し
た
能
率
競
争
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
な
競
争

が
秩
序
付
け
砂
れ
て
い
る
こ
と
（
競
争
手
段
の
公
正
さ
の
確
保
）
、

③
取
引
主
体
が
取
引
の
諾
否
及
び
取
引
条
件
に
つ
い
て
自
由
か
つ

自
主
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
、
自
由
な
競
争
の
基
盤
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
自
由
競
争

基
盤
の
確
保
）
の
三
つ
の
条
件
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
、



（9）不当な取弓1妨害（一般指定一五項）の違法性について

こ
の
よ
う
な
競
争
秩
序
に
対
し
て
悪
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
を
も
っ
て
（
つ
ま
り
、
①
自
由
な
競
争
の
侵
害
、
②
競
争

手
段
の
不
公
正
さ
、
③
自
由
競
争
基
盤
の
侵
害
）
公
正
競
争
阻
害

性
の
内
容
と
見
る
ポ
の
で
あ
る
（
「
研
究
会
報
告
」
第
一
部
二
）
。

　
そ
し
て
、
「
研
究
会
報
告
」
で
は
、
一
般
指
定
一
五
項
（
及
び

ニ
ハ
項
）
の
不
当
性
・
公
正
競
争
阻
害
性
は
、
そ
の
競
争
手
段
の

不
公
正
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（
「
研
究
会
報
告
」
第
一
部
二
ω
）
。

学
説
に
お
い
て
も
、
一
般
指
定
一
五
項
に
関
し
て
は
、
公
正
競
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

阻
害
性
を
こ
の
点
に
求
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

四
　
競
争
手
段
と
し
て
の
不
公
正
さ
に
一
般
指
定
一
五
の
公
正
競

争
阻
害
性
を
求
め
る
と
す
る
場
合
、
問
題
と
さ
れ
る
行
為
が
「
不

公
正
」
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
直
ち
に
不
当
な
取
引
妨
害
が

成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
当
該
行
為
の
対
市
場
効
果

と
も
言
う
べ
き
具
体
的
な
市
場
に
お
け
る
競
争
全
般
へ
の
影
響
の

吟
味
（
影
響
の
大
き
さ
が
ど
の
程
度
の
も
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
が

市
場
に
お
け
る
競
争
の
機
能
に
ど
の
よ
う
な
（
悪
）
影
響
を
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

る
の
か
と
い
う
吟
味
）
が
要
求
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
つ
場
合
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
公
正
取
引

委
員
会
に
よ
る
行
政
措
置
の
発
動
を
直
ち
に
も
た
ら
す
の
で
は
な

い
と
さ
九
る
。
公
正
取
引
委
員
会
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
影
響
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

程
度
や
範
囲
が
大
き
い
も
の
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

公
正
競
争
阻
害
性
の
有
無
の
判
断
の
文
脈
で
、
こ
の
よ
う
な
市
場

の
競
争
へ
の
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
持
っ
た
悪
影
響
を
考
慮
す
る

と
い
う
手
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

の
発
動
に
関
す
る
限
り
で
は
、
結
論
に
大
き
な
相
違
は
な
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
規
制
の
局
面
で
は
、
競

争
手
段
の
不
公
正
さ
に
公
正
競
争
阻
害
性
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に

も
、
行
為
の
広
が
り
、
と
い
う
側
面
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

た
だ
、
そ
う
な
る
と
、
前
記
公
正
競
争
阻
害
性
の
内
容
の
う
ち
の

①
自
由
な
競
争
の
侵
害
と
い
う
も
の
に
接
近
す
る
こ
と
は
否
め
な

　
　
　
　
　
（
刎
）

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
　
一
般
指
定
一
五
項
の
不
当
性
・
公
正
競
争
阻
害
性
を
競
争
手

段
が
不
公
正
で
あ
る
点
に
求
め
る
と
し
て
も
、
何
を
も
っ
て
競
争

手
段
が
「
不
公
正
」
で
あ
る
と
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
一
般

的
説
明
と
し
て
は
、
「
公
正
競
争
秩
序
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
見

　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

て
容
認
さ
れ
な
い
手
段
」
、
「
そ
の
行
為
自
体
の
有
す
る
目
的
・
効

果
か
ら
見
て
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
な
ら
独
禁
法
一
条
の
目
的
で

予
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
価
格
・
品
質
に
よ
る
競
争
が
ゆ

が
め
ら
れ
、
顧
客
の
商
晶
選
択
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
媚
）

行
為
」
（
「
研
究
会
報
告
」
第
二
部
一
〇
）
、
と
い
う
よ
う
に
説
明
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さ
れ
る
が
、
学
説
一
般
の
傾
向
と
し
て
は
、
価
格
・
品
質
・
サ
ー

ピ
ス
に
よ
る
競
争
（
能
率
競
争
）
以
外
の
競
争
方
法
を
問
題
と
し

　
（
刎
）

て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
の
経
済
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、

価
格
・
品
質
を
め
ぐ
る
競
争
に
限
ら
れ
ず
、
他
の
様
々
な
競
争
要

素
を
め
ぐ
っ
て
も
競
争
は
行
わ
れ
て
い
る
。
能
率
競
争
以
外
の
競

争
行
為
を
す
べ
て
不
当
な
競
争
手
段
と
し
て
違
法
と
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
し
、
か
え
っ
て
自
由
競
争
を
阻
害
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
（
蝸
）

な
り
か
ね
な
い
。
学
説
も
、
能
率
競
争
を
「
中
心
」
と
す
る
と
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
能
率
競
争
以
外
の
競
争
手
段
を
す
べ
て
一

律
に
違
法
視
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
た
と
え
価
格
に

関
す
る
競
争
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
は
千
差
万

別
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
部
学
説
は
、
競
争
手
段
と
し
て
の
不
公
正
さ
の
判
断

基
準
に
つ
い
て
、
商
業
道
徳
・
商
業
倫
理
と
い
っ
た
観
点
に
言
及

　
＾
蝸
）

し
た
り
、
さ
ら
に
積
極
的
に
経
済
社
会
の
倫
理
と
言
っ
た
点
を
考

　
　
　
　
　
（
〃
）

慮
す
べ
き
と
す
る
。
つ
ま
り
、
経
済
社
会
の
倫
理
に
照
ら
し
て
非

難
に
値
す
る
よ
う
な
競
争
方
法
か
ど
う
か
が
、
競
争
手
段
と
し
て

の
不
公
正
さ
、
つ
ま
り
は
公
正
競
争
阻
害
性
の
判
断
に
と
っ
て
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

要
な
要
因
と
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
研
究
会
報
告
」
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

を
不
当
な
取
引
妨
害
（
及
び
不
当
な
内
部
干
渉
）
の
ケ
ー
ス
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

①
価
格
維
持
を
目
的
と
し
て
、
安
売
り
業
者
の
取
引
を
妨
害
し
、

　
あ
る
い
は
内
部
干
渉
す
る
よ
う
な
場
合
、

②
カ
ル
テ
ル
の
実
効
性
を
確
保
し
た
り
、
新
規
参
入
を
阻
止
す
る

　
た
め
に
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
や
新
規
参
入
者
の
取
引
を
妨
害
し
、

　
あ
る
い
は
内
部
干
渉
す
る
よ
う
な
場
合
、

③
中
傷
、
誹
誇
、
物
理
的
妨
害
、
内
部
干
渉
等
の
価
格
・
品
質
に

　
よ
ら
な
い
競
争
手
段
が
あ
る
事
業
者
に
よ
っ
て
組
織
的
・
計
画

　
的
に
行
わ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
一
般

　
的
に
も
広
く
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、

で
あ
る
。
一
部
学
説
も
こ
れ
を
ほ
ぽ
踏
襲
し
、
当
該
手
段
自
体
が

「
取
引
社
会
の
常
識
」
か
ら
み
て
不
当
な
場
合
や
（
右
の
③
に
対

応
す
る
と
思
わ
れ
る
）
、
競
争
政
策
上
不
当
と
さ
れ
る
目
的
の
た

め
に
（
カ
ル
テ
ル
の
実
効
性
確
保
、
安
売
の
阻
止
、
新
規
参
入
の

阻
止
等
）
妨
害
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
（
右
の
①
・
②
に
対
応
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

る
と
思
わ
れ
る
）
が
違
法
と
判
断
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、

こ
こ
で
言
う
「
取
引
社
会
の
常
識
」
に
反
す
る
行
為
と
い
う
の
は
、

経
済
社
会
の
倫
理
に
照
ら
し
て
非
難
に
値
す
る
行
為
と
い
う
も
の

に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

10
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六
　
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
上
記
①
・
②
と
③
と
で
は
、

局
面
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
③
は
中
傷
、
誹
誇
、
物
理

的
障
害
等
の
不
当
な
取
引
妨
害
の
具
体
的
内
容
と
な
り
得
る
行
為

の
態
様
を
挙
げ
て
い
る
。
一
方
で
、
①
及
び
②
は
、
不
当
な
妨
害

行
為
の
具
体
的
内
容
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
①
及
び
②
で

は
、
新
規
参
入
阻
止
等
ρ
独
禁
法
上
不
当
と
評
価
さ
れ
得
る
目
的

の
存
在
を
前
提
と
し
た
上
で
、
「
妨
害
」
を
問
題
と
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
「
妨
害
」
の
具
体
的
内
容
は
、
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
訳
で
は
な
い
。
上
記
①
及
び
②
に
言
う
「
妨
害
」
が
③
で

示
さ
れ
た
行
為
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
と
、
す
で
に
③
の
基
準

で
不
当
性
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
、
①
及
び
②
を
挙
げ
る
意
味
は
な

い
。
す
る
と
、
①
及
び
②
に
言
う
「
妨
害
」
の
内
容
は
、
③
で
掲

げ
る
も
の
と
は
別
個
の
も
の
も
含
む
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
こ
と
と
の
関
連
で
、
さ
ら
に
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、

「
研
究
会
報
告
」
で
は
、
競
争
手
段
の
不
公
正
さ
だ
け
に
公
正
競

争
阻
害
性
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
点
で
あ

る
。
競
争
手
段
と
し
て
の
不
公
正
さ
に
公
正
競
争
阻
害
性
を
求
め

る
と
す
れ
ば
、
直
接
に
そ
れ
に
関
わ
る
の
は
上
記
③
の
「
取
引
社

会
の
常
識
」
に
反
す
る
な
い
し
社
会
的
・
経
済
的
に
非
難
に
値
す

る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
一
般
指
定
一
五
項
に
該
当
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
上
記
①
及
び
②
で
は
、
新
規
参
入
阻
止
等

の
目
的
（
独
禁
法
上
不
当
と
評
価
さ
れ
る
目
的
）
が
考
慮
さ
れ
て

い
る
。
む
し
ろ
、
①
及
び
②
は
、
公
正
競
争
阻
害
性
の
考
慮
に
お

い
て
、
競
争
手
段
の
不
公
正
さ
、
で
は
な
く
、
自
由
な
競
争
の
侵

害
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
「
研
究
会
報
告
」
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
一
般
指
定
一
五
項
の
不
当
性
に
つ
い
て
、
必
ず

し
も
首
尾
一
貫
し
た
態
度
を
と
う
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
、
一
般

指
定
一
五
項
の
公
正
競
争
阻
害
性
が
競
争
手
段
の
不
公
正
さ
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

る
と
い
う
説
明
は
、
再
検
討
を
加
え
る
必
要
も
出
て
く
る
。

五
　
審
決
例
・
判
例

一
　
次
い
で
、
不
当
な
取
引
妨
害
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
事
例
を

概
観
し
た
い
。
不
当
な
取
引
妨
害
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
公
正
取

引
委
員
会
の
審
決
例
は
、
現
在
ま
で
に
、
一
一
件
を
数
え
る
。
ま

た
、
裁
判
例
が
一
件
あ
る
（
以
下
で
は
、
便
宜
上
、
不
当
な
取
引

妨
害
を
行
っ
た
事
業
者
を
X
、
妨
害
を
受
け
た
X
の
競
争
者
を
Y

と
す
る
）
。

　
①
熊
本
魚
事
件
（
昭
和
三
五
年
一
月
九
日
勧
告
審
決
・
審
決
集

一
〇
巻
一
七
頁
）
で
は
、
Y
の
取
引
相
手
方
に
威
圧
を
加
え
て
、

契
約
更
新
を
阻
止
し
、
ま
た
、
物
理
的
障
壁
を
設
置
し
た
り
、
X

11
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の
役
職
員
が
監
視
し
た
り
し
て
Y
の
取
引
を
阻
止
し
た
行
為
が
一

般
指
定
一
五
項
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
。
②
東
京
重
機
事
件
（
昭

和
三
八
年
一
月
九
日
勧
告
審
決
・
審
決
集
一
一
巻
四
一
頁
）
で
は
、

Y
と
予
約
し
て
い
る
需
要
者
に
対
し
て
、
払
込
済
の
金
額
を
X
が

負
担
す
る
こ
と
で
、
X
製
品
に
変
更
す
る
よ
う
に
勧
誘
し
た
こ
と

が
一
般
指
定
一
五
項
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
。
③
全
国
麻
袋
工
業

組
合
連
合
会
事
件
（
昭
和
三
八
年
＝
一
月
四
日
勧
告
審
決
・
審
決

集
二
一
巻
四
四
頁
）
は
、
X
が
取
引
停
止
を
背
景
に
、
販
売
先
に

強
硬
に
申
し
入
れ
て
、
Y
と
の
取
引
を
停
止
さ
せ
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
④
柏
崎
魚
市
場
事
件
（
昭
和
三
八
年
＝
一
月
一
一
日
勧

告
審
決
・
審
決
集
＝
一
巻
四
八
頁
）
は
、
X
が
、
X
と
の
取
引
が

な
け
れ
ぱ
通
常
の
営
業
が
困
難
と
な
る
取
引
先
に
対
し
て
、
Y
と

取
引
を
禁
止
す
る
旨
を
申
し
渡
し
、
そ
の
旨
の
契
約
書
に
署
名
押

印
を
求
め
る
な
ど
し
て
、
Y
と
の
取
引
を
停
止
さ
せ
た
ケ
ー
ス
で

あ
る
。
⑤
山
脇
酸
素
事
件
（
昭
和
五
〇
年
四
月
二
日
勧
告
審
決
．

審
決
集
二
二
巻
一
頁
）
は
、
カ
ル
テ
ル
（
価
格
引
上
げ
及
び
取
引

先
制
限
）
参
加
者
で
あ
る
X
が
、
X
の
仕
入
先
及
ぴ
新
規
参
入
者

で
あ
る
Y
の
仕
入
先
を
通
じ
て
、
ま
た
、
Y
に
対
し
て
直
接
に
X

の
活
動
地
域
で
の
販
売
を
や
め
る
よ
う
に
要
請
し
、
Y
が
こ
れ
に

応
じ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
、
X
ら
の
不
当
な
取
引
制
限
と
と
も
に
、

不
当
な
取
引
妨
害
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
。
⑥
関
東
地
区
登
録
衛

生
協
会
事
件
（
昭
和
五
六
年
三
月
一
七
日
同
意
審
決
・
審
決
集
二

七
巻
一
ニ
ハ
頁
）
は
、
X
（
事
業
者
団
体
）
が
会
員
問
で
の
顧
客

の
移
動
を
禁
止
し
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
非
会
員
の
顧
客
に
つ
い
て

は
会
員
を
し
て
一
斉
に
営
業
活
動
を
さ
せ
、
そ
の
顧
客
を
奪
取
さ

せ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
、
独
禁
法
八
条
一
項
四
号
違
反
と
と
も
に
、

同
五
号
違
反
（
一
般
指
定
一
五
項
に
該
当
す
る
行
為
を
構
成
事
業

者
に
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
）
に
問
わ
れ
た
。
⑦
神
奈
川
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
事
件
（
平
成
二
年
二
月
一
五
日
勧
告
審
決
．
審

決
集
一
二
六
巻
四
四
頁
）
は
、
X
協
同
組
合
が
自
己
の
取
引
先
に
対

し
て
Y
と
取
引
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
し
て
取
引
し
て
い
る
こ
と

が
一
般
指
定
一
一
項
に
該
当
す
る
と
さ
れ
、
供
給
停
止
を
背
景
に

製
晶
需
要
者
に
対
し
て
Y
と
取
引
し
な
い
こ
と
を
要
請
し
、
製
晶

供
給
者
に
つ
い
て
は
「
系
列
別
責
任
体
制
」
に
よ
っ
て
Y
へ
の
製

品
供
給
を
抑
制
さ
せ
た
こ
と
が
一
般
指
定
一
五
項
に
該
当
す
る
と

さ
れ
た
（
⑧
湘
南
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
会
事
件
（
平
成
二
年
二
月

一
五
日
勧
告
審
決
・
審
決
集
三
六
巻
四
九
頁
）
は
⑦
と
ほ
ぼ
同
様

の
ケ
ー
ス
）
。
⑨
ヤ
シ
ロ
事
件
（
平
成
二
年
九
月
五
日
勧
告
審

決
・
審
決
塞
二
七
巻
二
九
頁
）
で
は
、
X
が
商
品
の
輸
入
元
外
国

事
業
者
に
要
請
し
て
、
Y
へ
の
商
晶
供
給
を
停
止
さ
せ
た
ケ
ー
ス

12



（13）不当な取引妨害（一般指定一五項）の違法性について

で
あ
る
。
⑩
三
蒲
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
事
件
（
平
成

三
年
二
一
月
二
臼
勧
告
審
決
・
審
決
集
三
八
巻
二
一
七
頁
）
は
、

X
協
同
組
合
が
、
原
料
購
入
先
に
対
し
て
、
非
組
合
員
（
Y
）
に

原
料
を
販
売
し
な
い
こ
と
を
要
講
し
、
非
組
合
員
向
け
の
原
料
に

つ
い
て
は
X
組
合
が
購
入
す
る
こ
と
と
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
⑪

ラ
ジ
オ
メ
ー
タ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
件
（
平
成
五
年
九
月
二
八

・
日
勧
告
審
決
）
は
、
X
が
取
引
先
に
対
し
て
並
行
輸
入
業
者

（
Y
）
か
ら
X
の
輸
入
元
外
国
業
者
の
製
品
を
購
入
し
な
い
よ
う

に
要
請
し
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
取
引
の
停
止
及
び
保
守

管
理
の
中
止
を
行
う
こ
と
を
通
知
し
、
そ
の
結
果
、
取
引
先
は
並

行
輸
入
晶
の
取
扱
い
を
中
止
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
⑫
東

芝
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
件
（
大
阪
地
判
平
成
二
年
七
月
三
〇
日
・
判

例
時
報
二
二
六
五
号
九
一
頁
、
大
阪
高
判
平
成
五
年
七
月
三
〇

日
．
判
例
時
報
一
四
七
九
号
二
一
頁
）
は
、
メ
ー
力
－
系
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
保
守
業
者
の
保
守
部
品
の
売
り
渋
り
（
納
期
が
長
い
こ
と

及
び
調
整
工
事
込
み
で
な
い
と
受
注
し
な
い
こ
と
）
が
、
独
立
系

保
守
業
者
に
対
す
る
不
当
な
取
引
妨
害
に
当
た
る
と
さ
れ
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
。

二
　
以
上
、
事
案
を
か
な
り
単
純
化
し
た
が
、
類
型
と
し
て
は
、

X
が
取
引
先
に
働
き
か
け
て
、
Y
と
の
取
引
を
停
止
さ
せ
た
ケ
ー

ス
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
競
争
手
段
そ
れ
自
体
の
不
公
正
さ
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
形
式
的
な
事
案
の
類
型
を
抽
出
し
て
分
類
を
す

る
だ
け
で
な
く
、
不
当
な
取
引
妨
害
と
さ
れ
た
X
の
具
体
的
行
為

の
態
様
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
X
が
取
引
先
に
働
き
か
け
て
Y
と
の
取
引
を
停
止
さ
せ
た
ケ
ー

ス
は
、
事
実
認
定
が
簡
略
に
過
ぎ
る
も
の
が
多
い
が
、
「
威
圧
を

加
え
て
」
（
そ
の
具
体
的
態
様
は
明
ら
か
で
な
い
）
契
約
の
更
新

を
阻
止
し
、
さ
ら
に
物
理
的
障
害
を
設
置
し
た
①
事
件
の
他
は
、

Y
と
の
取
引
の
停
止
を
「
要
請
」
し
た
、
あ
る
い
は
、
「
申
し
渡

し
た
」
等
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
「
要
請
」
と

は
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
X
に
よ
る
出
荷
停
止
等
、
取
引
先
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
措
置
を
伴
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
よ

う
な
場
合
は
、
「
威
圧
的
」
な
方
法
に
よ
る
も
の
と
言
え
な
く
も

な
い
。
そ
の
他
、
③
事
件
で
は
、
自
社
製
品
へ
の
変
更
を
「
勧

誘
」
し
た
と
さ
れ
、
新
規
参
入
を
阻
止
し
た
⑥
事
件
も
、
原
料
仕

入
先
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
、
直
接
に
「
要
請
」
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。

三
　
競
争
手
段
と
し
て
の
不
公
正
さ
に
一
般
指
定
一
五
項
の
公
正

競
争
阻
害
性
を
求
め
、
社
会
的
・
経
済
的
に
非
難
に
値
す
る
よ
う

な
行
為
で
あ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
取
引
社
会
の
常
識
に
反

13
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す
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
で
も
っ
て
公
正
競
争
阻
害
性
の
有
無

を
評
価
す
る
と
す
れ
ば
、
上
記
ケ
ー
ス
の
中
で
は
、
①
事
件
の
よ

う
な
「
威
圧
」
的
な
手
段
を
用
い
、
物
理
的
障
害
を
設
定
す
る
よ

う
な
ケ
ー
ス
が
一
般
指
定
一
五
項
の
規
制
対
象
に
最
も
適
合
す
る

　
　
　
（
5
1
）

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
③
事
件
に
つ
い
て
は
、
払
込
済
み
の
予
約

金
を
負
担
（
値
引
き
）
す
る
こ
と
に
よ
る
契
約
不
履
行
の
誘
引
が
、

公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
で
あ
り
、
第
三
者
に
よ
る
債
権
侵
害
と

し
て
不
法
行
為
法
上
の
違
法
性
を
帯
び
る
と
の
評
価
を
前
提
と
す

（
5
2
）

れ
ば
、
先
の
基
準
に
照
ら
し
て
一
般
指
定
一
五
項
の
射
呈
に
含
め

て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
競
争
者
の
顧
客
に
対
し
て
一
斉

に
営
業
活
動
を
行
っ
た
⑥
事
件
に
つ
い
て
は
、
一
斉
の
営
業
活
動

の
具
体
的
態
様
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
や
や
微
妙
な
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
学
説
上
は
、
不
当
な
取
引
妨
害
の
成
立
に
つ
い
て
特
に
異

論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
⑫
事
件
は
、
第
一
審
判
決
で
は
、
被
告
の
行
為
が
不
当
な
取
引

妨
害
に
該
当
す
る
と
し
た
も
の
の
、
そ
の
不
当
性
に
つ
い
て
の
詳

し
い
説
示
が
な
か
ウ
た
が
、
控
訴
審
判
決
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
交
通
機
関
で
あ
っ
て
迅
速
な
修
理
が
望
ま
れ
る
こ
と
に
加
え
、

被
告
に
は
契
約
責
任
上
の
付
随
義
務
と
し
て
部
晶
の
供
給
義
務
が

あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
、
不
当
な
取
引
妨
害
に
該
当
す
る
と
し
て

い
る
。
被
告
の
部
品
供
給
の
法
的
義
務
違
反
は
、
手
段
と
し
て
の

不
公
正
さ
を
肯
定
す
る
方
向
へ
作
用
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

四
　
競
争
手
段
と
し
て
の
不
公
正
さ
を
中
心
に
不
当
性
の
評
価
を

行
う
場
合
は
、
当
該
行
為
の
具
体
的
態
様
が
重
要
な
判
断
材
料
と

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
決
例
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
勧
告
審
決
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
辺
り
の
事
実
の

認
定
が
簡
略
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
す
で
に
指
摘

　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
不
当
な
取
引
妨
害
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た

事
例
の
中
に
は
、
競
争
手
段
と
し
て
の
不
公
正
さ
で
は
な
く
、
主

と
し
て
自
由
競
争
侵
害
の
視
点
で
違
法
と
評
価
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
例
え
ば
、
⑤
事
件
、
⑨
事
件
な
ど
）
。

六
結
ぴ
に
か
え
て

　
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
て
、
若
干
の
指
摘
を

し
て
、
緒
び
と
し
た
い
。

一
　
本
稿
で
は
、
一
般
指
定
一
五
項
の
不
当
な
取
引
妨
害
に
つ
い

て
、
一
応
、
①
行
為
類
型
、
②
不
当
性
（
公
正
競
争
阻
害
性
）
と

い
う
区
分
で
検
討
を
加
え
て
き
た
。
一
般
指
定
一
五
項
に
つ
い
て
、

こ
の
よ
う
な
検
討
方
法
が
適
切
か
ど
う
か
は
や
や
疑
問
が
な
い
で

は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
区
分
に
従
っ
て
、
若
干
の
点
に
つ
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（15）不当な取引妨害（一般指定一五項）の違法性にっいて

い
て
指
摘
し
て
お
く
。

二
　
ま
ず
、
行
為
類
型
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
通
常
の
事
業
活
動

で
さ
え
競
争
者
に
妨
害
的
作
用
を
及
ぽ
し
得
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

広
範
な
事
業
活
動
が
一
般
指
定
一
五
項
に
言
う
「
妨
害
」
と
し
て

把
握
さ
れ
得
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
て
ば
、

こ
の
場
合
の
一
般
指
定
一
五
項
の
適
用
範
囲
の
画
定
は
、
専
ら
そ

の
不
当
性
．
公
正
競
争
阻
害
性
の
把
え
方
に
係
わ
っ
て
く
る
。
一

般
指
定
一
五
項
の
不
当
性
・
公
正
競
争
阻
害
性
は
、
そ
の
競
争
手

段
と
し
て
の
不
公
正
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
、

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
研
究
会
報
告
」
に
掲
げ
る
、
廉
売
防

止
や
新
規
参
入
阻
止
と
言
っ
た
目
的
の
た
め
に
取
引
妨
害
が
行
わ

れ
る
場
合
に
不
当
な
取
引
妨
害
の
成
立
を
肯
定
す
る
の
は
、
一
般

指
定
一
五
項
に
お
け
る
公
正
競
争
阻
害
性
の
理
解
と
齪
鱈
を
生
じ

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
む
し
ろ
自
由
競
争
の
侵
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）

と
い
う
視
点
－
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
内
在
さ
せ
て
い
る
言
い
得
る
。

「
妨
害
」
に
広
範
な
行
為
が
含
ま
れ
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自

由
競
争
侵
害
の
視
点
を
志
向
す
る
一
般
指
定
一
五
項
の
理
解
は
、

同
項
が
自
由
競
争
侵
害
行
為
の
規
制
に
関
す
る
一
般
条
項
と
な
る

可
能
性
を
開
く
こ
と
と
な
る
（
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
方
向
を

進
め
て
行
く
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
）
。

三
　
ま
た
、
一
般
指
定
一
五
項
の
不
当
性
・
公
正
競
争
阻
害
性
を
、

競
争
手
段
と
し
て
の
不
公
正
さ
に
求
め
る
場
合
も
、
当
該
行
為
を

ど
う
よ
う
な
基
準
で
不
公
正
で
あ
る
と
判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
学
説
は
必
ず
し
も
明
確
な

解
答
を
与
え
て
い
な
い
が
、
経
済
社
会
に
お
け
る
倫
理
、
又
は
、

「
取
引
社
会
の
常
識
」
に
反
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
そ
の

基
準
と
な
る
と
す
る
説
が
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
よ
う
な
基
準
は
不
明
確
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
そ
の
具
体

的
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
こ
と
が
、
学
説
・
実
務
の
課
題
と

な
る
。

四
　
学
説
は
、
か
ね
て
よ
り
、
一
般
指
定
一
五
項
の
規
制
対
象
と

な
る
具
体
的
行
為
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
ほ
ぼ
一
致
し

て
想
定
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
中
傷
、
誹
講
、
商
事
賄
賂
、
使

用
人
の
引
き
抜
き
、
特
許
権
侵
害
で
あ
る
と
し
て
出
訴
す
る
と
脅

　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

か
す
行
為
な
ど
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
限
定
さ

れ
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
典
型
的
な
行
為
と
い
う
趣
旨
で
は
あ

る
が
、
そ
こ
で
は
、
社
会
的
・
経
済
的
に
非
難
を
受
け
る
行
為
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
公
正
取
引

委
員
会
に
よ
る
介
入
を
根
拠
付
け
る
た
め
に
は
、
単
に
経
済
社
会

に
お
け
る
反
倫
理
性
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
行
為
が
市
場
に
お
け
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る
競
争
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
持
つ
悪
影
響
を
与
え
る

必
要
が
あ
る
が
、
従
来
の
学
説
全
般
も
、
第
一
義
的
に
は
、
経
済

社
会
に
お
け
る
反
倫
理
性
な
い
し
取
引
社
会
の
常
識
に
反
す
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
を
、
不
当
性
の
有
無
に
関
す
る
一
般
的
判
断
基

準
・
枠
組
み
と
し
て
想
定
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
右
に

列
挙
し
た
典
型
的
行
為
は
、
す
で
に
不
正
競
争
防
止
法
で
規
制
さ

れ
て
い
る
行
為
で
あ
っ
た
り
、
不
法
行
為
と
し
て
違
法
性
を
有
す

る
行
為
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
む
し
ろ
、
不
正
競
争
防
止
法

や
不
法
行
為
法
が
、
一
般
指
定
一
五
項
の
規
制
対
象
と
な
る
（
典

型
的
）
行
為
に
つ
い
て
の
カ
タ
ロ
グ
を
提
供
し
て
い
る
と
見
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。

　
（
1
）
　
独
占
禁
止
法
の
体
系
奮
・
概
説
書
で
は
、
一
般
指
定
一
五
項
の

　
　
不
当
な
取
引
妨
害
（
及
び
一
般
指
定
一
六
項
の
不
当
な
内
部
干
渉
）

　
　
に
つ
い
て
の
説
明
は
比
較
的
簡
単
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
一
般
指
定
一
五
項
全
般
に
つ
き
検
討
を
加
え
た
も
の
と
し
て
、

　
　
植
木
邦
之
「
一
般
指
定
一
五
項
の
検
討
」
公
正
取
引
四
九
八
号
（
一

　
　
九
九
二
年
）
二
四
頁
が
あ
る
。
な
お
、
参
照
、
山
部
俊
文
．
金
融
．

　
　
商
事
判
例
八
七
二
号
（
一
九
九
一
年
）
四
五
頁

　
（
3
）
　
植
木
・
前
掲
二
四
頁
。

　
（
4
）
　
滝
川
敏
明
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
平
成
二
年
度
重
要
判
例
解
説
二
三
〇

　
　
頁
以
下
、
白
石
忠
志
「
『
独
禁
法
と
不
競
法
』
問
題
の
現
状
と
課
題
」

　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
一
八
号
（
一
九
九
三
年
）
四
八
頁
、
白
石
忠
志

『
技
術
と
競
争
の
法
的
構
造
』
（
一
九
九
四
年
）
（
以
下
、
白
石
．
前

掲
『
法
的
構
造
』
）
ニ
ハ
三
頁
（
註
鵬
）
。
な
お
、
一
般
指
定
一
五
項

　
に
よ
る
規
制
に
つ
い
て
は
、
独
禁
法
に
よ
る
規
制
と
し
て
合
理
性
に

欠
け
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
来
生
新
『
経
済
活
動
と
法
』
（
昭
和

六
二
年
）
二
一
西
頁
、
一
四
〇
頁
（
註
4
1
）
）
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に

立
て
ぱ
、
一
般
指
定
一
五
項
の
規
制
を
無
意
味
に
す
る
よ
う
な
理
論

　
構
成
が
望
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
5
）
第
一
五
国
会
衆
議
院
委
員
会
会
議
録
第
一
類
第
一
七
号
経
済
安

　
定
委
員
会
会
議
録
第
一
五
号
（
昭
和
二
八
年
三
月
五
日
）
五
頁
四
段

　
（
横
田
正
俊
政
府
委
員
の
説
明
）
。
な
お
、
独
禁
法
改
正
案
は
第
一
五

　
国
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
衆
議
院
解
散
に
よ
り
閉
会
と
な
り
“
総
選

　
挙
後
の
第
一
六
国
会
で
改
め
て
審
議
さ
れ
、
可
決
成
立
し
た
。
両
国

　
会
に
提
出
さ
れ
た
改
正
案
は
い
く
つ
か
の
点
で
差
異
が
あ
る
が
、
二

　
条
九
項
六
号
に
関
し
て
は
何
ら
の
変
更
も
な
い
。

（
6
）
第
一
五
国
会
衆
議
院
委
員
会
会
議
録
第
一
類
第
一
七
号
経
済
安

　
定
委
員
会
会
議
録
第
一
五
号
（
昭
和
二
八
年
三
月
五
日
）
六
貢
三
段

　
（
横
田
正
俊
政
府
委
員
の
説
明
）
。

（
7
）
　
第
一
六
国
会
衆
議
院
委
員
会
会
議
録
第
一
類
一
七
号
経
済
安
定

　
委
員
会
会
議
録
第
九
号
（
昭
和
二
八
年
七
月
三
日
）
一
一
頁
四
段

　
（
横
田
正
俊
政
府
委
員
の
説
明
）
。

（
8
）
　
第
一
五
国
会
参
議
院
委
員
会
会
議
録
第
一
七
部
経
済
安
定
委
員

　
会
会
議
録
第
六
号
（
昭
和
二
八
年
二
月
五
日
）
一
〇
頁
五
段
（
横
田

　
正
俊
政
府
委
員
の
説
明
）
。

（
9
）
　
言
う
ま
で
も
な
く
、
昭
和
二
八
年
独
禁
法
改
正
は
、
実
質
的
に

　
は
、
現
行
独
禁
法
の
制
定
と
も
評
価
可
能
な
改
正
で
あ
り
、
多
方
面
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（17）不当な取引妨書（一般指定一五項）の違法性について

　
に
わ
た
っ
て
重
要
な
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
編
『
改
正
独
占
禁
止
法
解
説
』
（
昭

　
和
二
九
年
）
二
一
四
頁
以
下
。

（
1
1
）
　
大
野
「
新
独
占
禁
止
法
の
不
公
正
な
取
引
方
法
」
公
正
取
引
四

　
五
号
（
一
九
五
四
年
）
三
五
頁
。
な
お
、
参
照
、
熊
谷
典
文
「
独
占

　
禁
止
法
は
ど
う
改
正
さ
れ
た
か
－
そ
の
改
正
要
点
を
逐
条
的
に
解
説

　
す
る
－
」
時
の
法
令
一
〇
七
号
（
昭
和
二
八
年
）
二
頁
。

（
1
2
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
経
済
法
学
会
編
『
独
占
禁
止
法
講
座
V
』

　
（
昭
和
六
二
年
）
二
九
一
頁
（
註
4
）
（
向
田
直
範
）
は
、
企
業
結
合

　
に
関
す
る
第
四
章
規
定
の
昭
和
二
八
年
改
正
に
よ
る
暖
和
を
、
一
般

　
指
定
一
五
項
（
及
ぴ
ニ
ハ
項
）
に
よ
っ
て
補
強
し
よ
う
と
し
た
こ
と

　
が
窺
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
出
雲
井
正
雄
『
新
独
占
禁
止
法
の
解
説
』
（
昭
和
二
九
年
）
一

　
二
五
頁
。
そ
こ
で
は
、
一
般
指
定
一
五
項
に
つ
い
て
、
刑
法
二
三
三

　
条
二
…
四
条
と
の
つ
な
が
り
や
、
独
禁
法
二
条
九
項
三
号
と
の
関

　
運
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
参
照
、
例
え
ば
、
田
中
誠
二
『
経
済
法
概
説
』
（
昭
和
三
七
年
）

　
一
八
八
頁
、
今
村
成
和
『
独
占
禁
止
法
』
（
昭
和
三
六
年
）
二
二
五

　
頁
。
（
1
5
）
　
参
照
、
田
中
誠
二
ほ
か
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
独
占
禁
止
法
』

　
（
昭
和
五
六
年
）
一
三
一
頁
以
下
（
久
保
欣
哉
）
、
田
申
寿
編
著
『
不

公
正
な
取
引
方
法
』
（
別
冊
N
B
L
九
号
）
（
昭
和
五
七
年
）
九
三
頁
、

今
村
成
和
ほ
か
『
注
解
経
済
法
」
（
昭
和
六
〇
年
）
二
六
二
頁
（
土

原
陽
美
）
、
今
村
成
和
…
伊
従
寛
u
後
藤
英
輔
『
経
営
法
学
全
集
－

独
占
・
公
正
取
引
』
（
昭
和
四
七
年
）
三
六
六
頁
、
三
六
九
頁
（
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

藤
英
輔
）
、
向
田
・
前
掲
二
八
九
頁
以
下
な
ど
。

（
1
6
）
　
一
般
指
定
一
五
項
の
挙
げ
る
「
契
約
の
成
立
の
阻
止
」
、
「
契
約

　
の
不
履
行
の
誘
引
」
と
い
う
例
示
の
表
現
か
ら
は
、
米
国
連
邦
取
引

　
委
員
会
の
実
務
に
お
け
る
「
契
約
違
反
誘
致
」
（
ぎ
O
；
ま
O
q

写
竃
3
o
；
昌
一
冨
g
）
等
の
不
公
正
取
引
憤
行
の
規
制
と
の
関
連

性
が
推
測
さ
れ
な
い
で
は
な
い
（
参
照
、
根
岸
哲
「
民
法
と
独
占

禁
止
法
（
上
）
」
法
曹
時
報
四
六
巻
一
号
（
平
成
六
年
）
一
八
頁

　
（
註
1
5
）
）
。
米
国
連
邦
取
引
委
員
会
の
実
務
で
は
、
次
の
よ
う
な
取

引
憤
行
が
規
制
を
受
け
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
（
イ
）
不
実
表
示

　
（
巨
彗
8
鶉
彗
↓
き
昌
）
、
（
口
）
く
じ
（
巨
冨
ま
ω
）
、
（
ハ
）
商
事

賄
賂
（
8
昌
冒
胃
o
邑
σ
『
旨
o
ξ
）
、
（
二
）
中
傷
（
2
名
睾
品
o
－

昌
昌
↓
）
及
ぴ
競
争
者
へ
の
妨
害
行
為
（
ヲ
8
ユ
胃
竃
畠
三
亭
8
目
－

葛
葦
o
冨
）
な
ど
で
あ
る
。
競
争
者
へ
の
妨
害
行
為
に
は
、
「
契
約

違
反
誘
致
」
の
他
、
ス
パ
イ
行
為
（
窃
旦
O
畠
鷺
）
、
い
や
が
ら
せ

　
の
訴
訟
の
脅
迫
等
が
含
ま
れ
る
（
参
照
、
睾
■
〔
目
註
巨
＼
ミ
。
＞
．

○
凹
ユ
o
■
O
O
『
O
o
『
印
一
〇
〇
〇
目
o
①
目
旨
與
饒
o
目
螂
目
O
勺
冒
σ
＝
o
，
O
－
o
ヌ
ω

『
o
。
＆
．
一
冨
第
g
8
甲
震
o
）
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
元
来
、
い
わ

ゆ
る
経
済
的
不
法
行
為
（
8
昌
o
巨
二
昌
戸
巨
阻
畠
ω
ω
ざ
3
と

し
て
、
コ
モ
ン
・
回
－
上
違
法
と
さ
れ
て
き
た
行
為
で
あ
る
。
米
国

法
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
萱
島
太
郎
「
米
国
の
不
公
正
取
引

憤
行
規
制
（
一
）
・
（
二
）
」
公
正
取
引
一
一
八
号
（
昭
和
三
五
年
）

　
一
八
頁
・
同
一
一
九
号
（
昭
和
三
五
年
）
三
三
頁
、
金
井
貴
嗣
「
ア

　
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
不
公
正
な
競
争
方
法
』
規
制
の
史
的
展
開
－

連
邦
取
引
委
員
会
法
第
五
条
を
中
心
と
し
て
ー
」
法
学
新
報
八
七

巻
九
・
一
〇
号
（
昭
和
五
五
年
）
一
七
一
頁
（
一
九
〇
頁
以
下
）
。
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一橋論叢 第113巻第1号 平成7年（1995年）1月号　（18）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
な
お
、
今
村
成
和
『
独
占
禁
止
報
〔
新
版
〕
』
（
昭
和
五
三
年
）
一
五

　
六
頁
（
註
2
）
は
、
独
禁
法
二
条
九
項
六
号
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
競

争
制
限
禁
止
法
二
六
条
二
項
の
不
当
な
妨
害
行
為
の
禁
止
の
規
定
の

　
影
響
を
示
唆
す
る
。

（
1
7
）
　
土
原
・
前
掲
二
六
三
頁
。

（
1
8
）
　
田
中
寿
・
前
掲
九
四
頁
。
な
お
、
「
取
引
」
の
意
味
に
つ
い
て

　
は
、
植
木
・
前
掲
二
四
頁
以
下
に
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
例
え
ぱ
、
向
田
・
前
掲
二
九
三
頁
。

（
2
0
）
向
田
・
前
掲
二
八
九
頁
。

（
2
1
）
　
神
崎
克
郎
・
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選
（
第
二
版
）
（
一
九
七

　
七
年
）
一
九
一
頁
。

（
2
2
）
　
参
照
、
土
原
・
前
掲
二
六
六
頁
。
な
お
、
二
条
九
項
六
号
の
立

　
法
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
1
6
参
照
）
ド

　
イ
ツ
競
争
制
限
禁
止
法
二
六
条
二
項
の
不
当
な
妨
害
行
為
の
禁
止
に

　
お
け
る
妨
害
（
雰
巨
邑
智
冒
困
）
概
念
も
、
他
の
企
業
の
活
動
の

　
可
能
性
お
よ
び
競
争
の
可
能
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
侵
害
を
含
む
と

　
解
さ
れ
て
い
る
が
、
妨
害
そ
れ
自
体
は
、
価
値
中
立
的
概
念
で
あ
り
、

　
妨
害
の
存
在
が
直
ち
に
違
法
性
と
結
び
付
く
の
で
は
な
い
（
く
・

　
向
冒
昌
o
ま
戸
宍
胃
↓
①
＝
冨
g
一
L
㊤
芦
ω
．
曽
二
）
。
な
お
、
競
争
制

　
限
禁
止
法
に
お
け
る
妨
害
禁
止
規
制
は
、
行
為
主
体
と
し
て
市
場
支

　
配
的
企
業
等
が
法
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
一
般
指
定
一
五
項
と
の
単

　
純
な
比
較
は
困
難
で
あ
る
。

（
2
3
）
　
久
保
・
前
掲
三
一
一
頁
。

（
2
4
）
　
土
原
・
前
掲
二
六
二
頁
。

（
2
5
）
　
今
村
・
前
掲
（
註
1
6
）
一
五
五
頁
。

（
2
6
）
　
実
方
謙
二
『
独
占
禁
止
法
〔
新
版
〕
』
（
平
成
四
年
）
三
七
五
頁
。

（
2
7
）
　
土
原
・
前
掲
二
六
二
貢
。

（
2
8
）
　
植
木
・
前
掲
二
五
頁
。

（
2
9
）
　
例
え
ぱ
、
向
田
・
前
掲
二
九
〇
頁
。

（
3
0
）
　
土
原
・
前
掲
二
六
三
頁
。

（
3
1
）
　
今
村
・
前
掲
（
註
1
6
）
一
五
五
頁
、
一
五
六
頁
（
註
1
）
。

（
3
2
）
　
金
子
晃
ほ
か
『
新
・
不
公
正
な
取
引
方
法
』
（
昭
和
五
八
年
）

　
二
四
四
頁
（
金
子
晃
）
。

（
3
3
）
　
参
照
、
松
下
満
雄
『
経
済
法
概
説
』
（
一
九
八
六
年
）
二
二
六

　
頁
。
（
拠
）
　
参
照
、
最
一
判
昭
和
五
〇
年
七
月
一
〇
目
判
例
時
報
七
八
一
号

　
二
三
頁
（
和
光
堂
事
件
）
。

（
3
5
）
　
根
岸
哲
『
独
占
禁
止
法
の
基
本
問
題
』
（
一
九
九
〇
年
）
一
六

　
四
頁
以
下
。

（
3
6
）
参
照
、
来
生
・
前
掲
一
〇
八
頁
、
白
石
・
前
掲
『
法
的
構
造
』

　
一
七
〇
頁
。

（
3
7
）
　
例
え
ば
、
実
方
・
前
掲
二
三
一
頁
。

（
3
8
）
　
根
岸
・
前
掲
（
註
3
5
）
一
六
三
頁
（
誰
7
）
は
、
「
競
争
手
段

　
の
不
公
正
－
…
に
公
正
競
争
阻
害
性
が
求
め
ら
れ
る
行
為
の
場
合
に

　
は
、
通
常
そ
の
行
為
自
体
の
中
に
公
正
競
争
阻
害
性
が
内
在
さ
れ
て

　
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
な
ど
は
要
件
で
は

　
な
い
」
と
さ
れ
る
。

（
3
9
）
　
根
岸
・
前
掲
（
誼
3
5
）
一
六
三
頁
（
註
7
）
。
根
拠
と
し
て
は
、

　
独
占
禁
止
法
四
九
条
一
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
0
）
　
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
規
制
の
発
動
に
つ
い
て
は
差
異
は
生
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（19）不当な取引妨害（一般指定一五項）の違法性について

　
じ
な
い
と
し
て
も
、
例
え
ば
、
民
法
七
〇
九
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請

　
求
訴
訟
な
ど
一
般
の
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
問
題
と
な
り
得
る
。
つ

　
ま
り
、
民
法
七
〇
九
条
に
よ
る
請
求
の
前
提
と
し
て
、
独
禁
法
違
反

　
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
参
照
、
白
石
忠
志
・
ジ
ェ
リ

　
ス
ト
平
成
三
年
度
重
要
判
例
解
説
二
三
七
頁
。

（
4
1
）
　
参
照
、
白
石
忠
志
「
独
禁
法
に
お
け
る
『
抱
き
合
わ
せ
』
の
規

　
制
（
下
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
一
〇
号
（
一
九
九
二
年
）
七
八
頁
。

（
4
2
）
　
金
子
晃
・
公
正
取
引
四
八
一
号
（
一
九
九
〇
年
）
九
頁
。

（
4
3
）
　
な
お
、
「
研
究
会
報
告
」
の
こ
の
部
分
は
、
独
禁
法
に
よ
る
規

　
制
、
つ
ま
り
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
介
入
を
正
当
化
す
る
競
争

　
秩
序
全
体
へ
の
影
響
の
有
無
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
理
解
さ
れ
て

　
い
る
（
和
田
建
夫
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
平
成
二
隼
度
重
要
判
例
解
説
二
一

　
九
頁
）
。

（
4
4
）
例
え
ば
、
向
田
・
前
掲
二
九
四
頁
。

（
4
5
）
　
参
照
、
今
村
・
前
掲
（
誼
1
6
）
九
六
頁
。

（
4
6
）
金
子
・
前
掲
（
註
3
2
）
二
四
四
頁
。

（
4
7
）
　
根
岸
・
前
掲
（
註
3
5
）
一
六
五
頁
。
こ
れ
は
競
争
手
段
の
不
公

　
正
さ
に
公
正
競
争
阻
害
性
が
求
め
ら
れ
る
も
の
一
般
に
つ
い
て
妥
当

　
す
る
と
さ
れ
る
。

（
4
8
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
般
指
定
一
五
項
に
該
当
す
る
行
為
は
、

多
く
が
社
会
的
・
倫
理
的
に
非
難
に
値
す
る
手
段
を
用
い
て
行
わ
れ

　
る
が
、
そ
れ
故
に
違
法
と
な
る
の
で
は
な
く
、
競
争
秩
序
に
関
連
の

　
な
い
と
き
に
は
、
あ
く
ま
で
も
私
的
紛
争
に
と
ど
ま
る
と
す
る
見
解

　
が
あ
る
（
向
田
・
前
掲
二
九
四
頁
）
（
「
研
究
会
報
告
」
も
お
そ
ら
く

　
こ
の
立
場
に
あ
る
（
第
二
部
一
〇
）
）
。
し
か
し
、
競
争
手
段
の
不
公

　
正
さ
の
判
断
に
際
し
て
経
済
社
会
の
倫
理
を
そ
の
基
準
と
す
る
見
解

　
も
、
そ
れ
が
倫
理
的
に
非
難
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
が
故
に
直
ち
に
違

　
法
と
な
る
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
公
正
競

　
争
阻
害
性
を
有
す
る
が
故
に
違
法
と
し
て
い
る
。
む
し
ろ
問
題
は
公

　
正
競
争
阻
害
性
の
内
容
の
理
解
に
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
4
9
）
実
方
・
前
掲
三
七
五
頁
。

（
5
0
）
な
お
、
③
に
お
い
て
も
、
一
定
の
広
が
り
と
い
っ
た
も
の
が
要

　
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
先
に
杢
言
及
し
た

　
通
り
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
規
制
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ

　
る
点
で
説
明
が
つ
く
。
つ
ま
り
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
規
制
で

　
あ
る
以
上
、
妨
害
行
為
が
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
要

　
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
実
方
・
前
掲
三
七
六
頁
（
註
＊
＊
）
）
。

（
5
1
）
　
参
照
、
滝
川
・
前
掲
二
三
一
頁
。

（
5
2
）
　
参
照
、
小
西
基
弘
・
独
占
禁
止
法
審
決
判
例
百
選
（
初
版
）

　
（
一
九
七
〇
年
）
二
一
〇
頁
。

（
5
3
）
　
白
石
忠
志
・
N
B
L
四
七
一
号
二
三
頁
。

（
5
4
）
　
「
流
通
・
取
引
慣
行
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
上
の
指
針
」
（
平
成

　
三
年
七
月
二
日
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
）
で
は
、
並
行
輸
入
の

阻
害
に
つ
い
て
、
価
格
を
維
持
す
る
た
め
に
そ
れ
が
行
わ
れ
る
場
合

　
に
、
一
般
指
定
一
五
項
に
該
当
す
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー

　
チ
の
延
長
上
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
5
5
）
例
え
ぱ
、
久
保
・
前
掲
三
二
二
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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